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三
朝
町
防
災
金
森
条
例
の
制
定
に
つ
S
て

ヽ

次
の
と
か
旦
二
勃
町
防
災
金
敷
条
例
を
馳
走
す
る
こ
と
に
つ
S
で
'
地
方
自
約
.
,
(
胎
動
こ
十

二
年
鼓
舞
聖
ハ
十
七
号
)
第
九
十
六
条
窮
1
項
の
親
定
に
上
少
､
埜
散
会
の
観
決
を
氷
め
る
O

/

/

職
和
四
十
五
年
も
有
十
ヒ
日

.
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三

朝

町

長

､

攻

由
整
芸
芸
芸
式
日
原
審
可
決
､

ノ
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三
朝
町
警
慧
準
田
禎
獅
建
,



第
二
早
　
発
害
対
策

三
朝
町
防
災
会
議
条
例(

如
㌔
新
　
月
　
即
)

(
目
的
)

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
'
災
害
対
策
基
本
法
(
昭
和
二
1
+
六
年
法
律
第
二
頁
一

十
三
号
)
篤
十
六
条
第
五
頑
の
規
定
に
基
づ
き
t
l
L
;
.
T
l
防
災
会
議
(
以
下

｢
防
災
会
議
｣
と
い
-
D
)
の
所
掌
事
務
及
び
組
総
を
定
め
る
こ
と
を
u
L
[
的
と

す
る
｡

(
所
掌
事
務
)

第
二
条
　
防
災
会
議
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
L
J
る
o

F
.
ニ
糾
町
地
域
防
災
計
画
を
作
成
し
､
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ

と
〇

二
　
町
の
地
域
に
係
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
､
当
顎
災
害
に
醍

す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
｡

≡
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
'
法
禅
又
は
こ
れ
に
琴
つ
-
政
令
に
J
G

り
そ
の
権
限
に
罷
す
る
事
務

第
十
四
編
　
防
災
　
(
防
災
会
読
条
例
)

〔島中Ⅹ〕

(
会
長
及
び
委
員
)

第
三
粂
　
防
災
会
読
は
'
会
長
及
び
委
員
を
も
っ
て
敵
船
す
る
｡

2
　
会
長
は
'
町
長
を
も
っ
て
充
て
る
｡

3
　
会
長
は
'
会
務
を
総
理
す
る
｡

4
　
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
､
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
室
員
が
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
｡

5
　
委
員
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
o

l
　
指
定
地
方
行
政
収
監
の
職
員
の
-
ち
か
ら
､
町
長
が
任
命
す
る
者を

奇
人
知
れ

二
　
島
雨
具
の
知
事
の
部
巧
の
環
員
の
-
ち
か
ら
､
町
長
が
任
命
す
る
者

T
O
 
E
r
人
似
内

≡
　
町
を
所
祐
す
る
警
光
害
求
官
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
/
･
i
ガ
の

E
I
　
町
長
が
へ
そ
の
部
内
の
職
員
の
-
ち
か
ら
指
定
す
る
者
　
　
十
人
ル
伯

王
　
教
市
長

六
　
消
防
E
E
I
長

七
　
指
定
公
共
機
関
又
は
指
定
地
方
公
共
機
関
の
役
員
又
は
職
点
の
う
ち
か

ら

､

町

長

が

任

命

す

る

者

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伊

土

人

捗

巾

6
　
委
員
の
任
期
は
､
二
年
と
す
る
o
た
だ
し
､
補
欠
の
委
員
の
任
揃
は
､
そ

の
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
0

7
　
前
項
の
委
員
は
'
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

六
八
五
J



第
十
四
l
緬
　
防
災
　
へ
災
害
対
策
本
部
条
例
)

(
専
門
委
員
)

第
四
条
　
防
災
会
議
に
専
門
の
事
項
を
詞
空
さ
せ
る
た
め
､
専
門
秦
員
を
S
k
l
く

こ
と
が
で
き
る
0

2
　
専
門
委
負
は
､
園
係
地
方
行
政
機
関
の
職
員
､
鳥
預
県
の
職
員
､
関
係
指

定
公
共
機
関
の
職
員
､
町
の
職
員
､
関
係
地
方
公
共
機
関
の
職
員
及
び
学
讃

在
阪
の
あ
る
著
の
-
ち
か
ら
､
町
長
が
任
命
す
る
0

3
　
専
門
委
員
は
､
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
､

解
任
さ
れ
る
,
9
の
と
す
る
o

(
会
議
)

第
五
条
　
本
会
の
会
議
は
'
必
要
に
応
じ
会
長
が
こ
れ
を
枯
葉
す
る
｡

(
読
事
等
)

第
六
条
　
前
各
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
防
災
会
議
の
議
事
へ
そ
の
他
防
災

会
議
の
運
営
に
閃
し
必
要
な
事
頑
は
､
会
長
が
防
災
会
読
に
は
か
つ
て
窪
め

る
o

附

　

則

(
施
行
期
日
)

l
　
こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
二
萌
軒
簸
会
議
粂
例
の
陳
止
)

2
冒
.
T
B
-
慧
例
(
昭
和
多
<
年
三
朝
裳
例
等
イ
号
雫

｢
旧
条
例
｣
と
い
-
o
)
は
､
酸
止
す
る
｡

六
八
五
二

(
経
過
謂
置
)

3
　
こ
の
条
例
施
行
の
際
へ
現
に
旧
条
例
の
規
定
に
よ
る
防
災
会
議
の
委
員
及

び
専
門
委
員
は
'
琴
二
条
第
五
項
又
は
第
四
条
箭
二
項
の
親
定
に
よ
る
町
長

が
任
命
文
は
指
定
し
た
者
と
み
な
す
o
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
一
変
員
の
任
期

は
､
従
前
の
親
定
に
よ
る
任
命
又
は
指
名
の
日
か
ら
こ
れ
を
起
算
す
る
も
の

と
す
る
｡

災
害
対
策
本
部
条
例

(
細
㌔
糾
　
月
　
即
)

(
目
的
)

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
'
災
害
対
策
基
大
法
(
昭
和
三
十
六
年
接
待
第
二
百
二

十
三
号
)
箪
一
十
三
条
第
六
項
の
準
正
に
基
づ
き
'
　
　
災
害
対
策
本
部

に
閑
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
o

(
舶
載
)

第
二
条
　
災
害
対
策
本
部
長
は
､
災
害
対
策
本
部
の
事
務
を
総
括
L
t
所
部
の

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
C
'

2
　
災
害
対
策
副
本
部
1
L
l
l
f
t
は
､
災
害
対
策
本
部
長
を
助
け
､
災
害
対
策
本
部
長

に
事
故
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
o

〔島中Ⅹ〕


